
お手伝いは最高の学び

〜勉強より大切な“生きる力”を身につけよう！〜

@watabin ← YouTubeチャンネル登録をお願いします。

http://www.youtube.com/@watabin


1. 導入

•勉強は知識
•お⼿伝いは経験
• AI時代は「経験値」が価値

勉強は知識を与えてくれますが、それは点数や評価にすぎません。
⼀⽅でお⼿伝いは、実際の経験を通じて「⽣きる⼒」を育てます。
そしてこれからのAI時代には、知識だけではなく「どんな経験を
持っているか」が⼤きな価値になります。



2. お手伝いから得られるもの

•⽣活スキル（ご飯を作る、掃除、⽚付け）
•観察⼒と気づき（困っている⼈を助ける視点）
•協働と責任感（役割を果たす）
•報酬は“ありがとう”と“笑顔”

お⼿伝いを通して⼦どもは多くの事を学びます。まずは⽣活スキル。ご飯を作る、掃除を
する、⽚付ける。これらは⼀⽣役⽴つ⼒です。
また、親が困っていることに気づく観察⼒、役割を果たす責任感も育ちます。
そして何よりも⼤切なのが「報酬」。
お⼿伝いの報酬はお⾦ではなく、“ありがとう”と“笑顔”です。
この経験こそが「⼈に喜ばれると幸せになれる」という感覚を⼦どもに残します。



3. 「勉強」vs「お手伝い」どちらが将来役立つか

• 100点の答案 → ⼀瞬の価値
•ご飯を作れる → ⼀⽣の価値
•困っている⼈を助けると飯が⾷える（労働原理）
• AIが知識を代替する時代、いずれ⼈は経験で評価される

100点の答案はその場の評価にしかなりません。
ですが「⾃分でご飯を作れる」⼒は、⼀⽣の財産です。
そして社会に出ると「困っている⼈を助けること」が仕事そのものになり
ます。
AIが知識を代替していくこれからの時代、⼈間が評価されるのは経験や⼈
間⼒です。



4. 親にとってのお手伝いの意味

•忙しい時は巻き込んでOK→育児と家事の効率化に
•⺟のやり⽅を⾒て学ぶ→「命令で動かす」では無い
•感謝を⾔葉にする

親にとっても、お⼿伝いは助かります。
忙しいときに⼦どもを巻き込むのは効率的ですし、⼦どもは⾃然に「⺟の
やり⽅」を学べます。
そして忘れてはいけないのが、感謝を⾔葉にすること。
「ありがとう」と伝えるだけで、⼦どもは次もやりたくなるのです。



5. お手伝いは幸せのリハーサル

• ⼦どもは⺟から学び、やがて「幸せな⺟」や「頼りになる⽗」になる
• ⾃⽴しても「⾝の回りの世話ができる⼈」は仕事でも信頼されやすい
• ⼈を助ける経験がある⼈は、⼈に愛される → ⼈間関係と仕事に直結

「⼦は⺟から学ぶ」「⼈を助けて感謝される体験」「信頼され、愛される⼈になる」
お⼿伝いは、幸せのリハーサルです。
⼦どもは⺟から学び、やがて幸せな⺟や頼れる⽗になります。
⼈を助けて“ありがとう”をもらう経験を重ねた⼦は、信頼され、愛される⼈になりま
す。



6. まとめ

• 勉強より⼤切な「⽣きる⼒」
• 最低限の⾝の回りの世話ができる⽅が⼈⽣の役⽴つ
• AI時代は経験と⼈間⼒
• 最⾼の報酬は「ありがとう」と「笑顔」
• 今⽇から「勉強しなさい」より「⼀緒に⼿伝おう」

最後にまとめます。
勉強も⼤切ですが、それ以上に「⽣きる⼒」を育むお⼿伝いが必要です。
⾝の回りの世話ができる⽅が、就職・結婚・⼈間関係すべてで役⽴ちます。
AI時代には知識以上に、経験と⼈間⼒が求められます。
そしてお⼿伝いの最⾼の報酬は、ありがとうと笑顔です。
今⽇からぜひ「勉強しなさい」ではなく、「⼀緒に⼿伝おう」と声をかけてみてください。



ご清聴
ありがとうございました。

2025年9月8日

わたびん

一旦ここまで、まだ続きがあります。



付録

AI時代になると知識量より経験値を重視される



AI時代は「知識」の扱いが変化する

•誰でも必要な知識が欲しい時に使える
•時間が価値を取り戻す。時間の使い⽅がより重要になる。
•実際の経験が⾼い価値へ。始めるのは早い⽅が有利。
•⼤学へ⾏く時間すら勿体ない。

AIの活⽤が広く⾏き渡ると⼤学は「ブランド」以外の価値を⼤きく落とす事になり
そうです。そして⼤企業へ⼊る＝安泰の構図も崩れるかも知れません。
AIからのサポートを受ける事で誰でも東⼤⽣をアシスタントにして仕事をできるよ
うな感覚になるからです。
これまでは何かを始める為に必要だった学習の時間が殆ど無くなります。
「AI x ⼈」で即戦⼒が⽣まれる感じになるのです。
企業はとても合理的なので、これがコスト安と気がつくでしょう。⾼卒者や派遣
と⾔う割安な⼈材でも仕事で⼤卒並みの結果が出せる事に気づくでしょう。



幸せの１つに

幸せ・幸福感は⼈それぞれです。
その１つに次の形があります。
• 死ぬまで⾃分と家族が⾷うに困らないなら⼗分
• ストレスの無い⼈間関係で囲まれている
• ⽇々の話し相⼿に困らない

「⾷うに困らない」を満たすのは「（⾃分で）ご飯を作れる」知識と経験です。
この話で⾯⽩いのは「お⾦」が出て来ない事。
「お⾦」は必要条件ではあるが絶対条件では無い。
「お⾦」の関係性が出てくるとストレスの無い⼈間関係が崩れやすい。
世の中は「お⾦＝幸せ」の価値観も強いのですが敢えて“お⾦”を外してみるのも意外とあ
りなのかもしれません。



子どもは親の姿を見て育ちます

⽗親の背中を、⺟親の横顔を追いかけます。
⽣物、特に哺乳は親を⾒て⽣きる術を学びます。
昔は⽗は働きに出ていても、⺟親が家庭に居てくれました。⼦は⺟
から、それなりに学びもできました。
最近は共働きに出てしまい。両親とも背中しか⾒せない話も多い…
それでも⼦どもは近くの⼤⼈を⾒て、良い事でも悪い事でもどんど
ん学んでいきます。
「真似る」は学びの基本中の基本。
良い学びを経験させる為にも出来るだけ「お⼿伝い」をさせるチャ
ンスを与えてあげてください。
“⼿伝い”には“⾒守る”が付いてくるので⼤変とは思いますけど。



海外では大卒者がUber配達員

アメリカでは現在、⼤学を卒業しても⾼額報酬の企業には就けず
Uberの配達員をしている若者が多いそうです。
これは特別な例では無く、⼤卒でも良い職に就けないのは厳しい現
実であり、⾼額な学資ローンを組んで⼤学へ通った事もあり⼤きな
社会問題になってます。
また起業するのは早ければ早いほど良い話も多く。
⼤学に在学中に起業して軌道に乗ったので中退。
そもそも⼤学に⾏く前に起業が出来てしまう様な話もありました。
他国、アメリカの話ですが、アメリカで起こった事は数年後に⽇本
でも起こる可能性はあります。
⽇本でも就職氷河期と⾔われた時代は経験しており、⼤学を出たが
正規社員に成れない若者が増え結果、収⼊格差は広がりました。



余談：選挙の大切さ

お⼿伝いから選挙の話は⾶びすぎているかも知れないのですが、
勉強の様な詰め込み型の学習は「考える⼒」を奪います。
・政治の話は難しい
・政治家とは住む世界が違うので関係ない
・取り敢えず⾃⺠党に⼊れれば⼤丈夫
⼈は理解ができない話になると思考を⽌め他⼈任せにする傾向
があります。楽をしたがるので。
“⼿伝う”をすると知識や過去の経験を繋げて思考し結果を出そ
うとします。この過程で「考える⼒」が付きます。
⾃分の居る世界を住みやすくするには選挙で条件の合う政策に
⼀票を投じる必要がありますが「考え無し」にはできません。



余談：時間は有限という事実

⼦どもは無限の時間の中に⽣きてます。
歳をとり死期が迫ってくると嫌でも時間に限りがある事を知ります。
時間が有限である事を知っていると、⾃分の時間を⼤切にし、無駄
な時間を避けたり、効率良く時間を使う術を考える様になります。
早い段階で時間に限りがある事を知るには期限がある仕事をする事。
全ての仕事には期⽇（納期）があるのですが、これは仕事と⾔うも
の体験するまでは理解できないと思います。
⼦どもの頃に体験できる仕事、これが「お⼿伝い」です。
⼣⽅までに買い物を終えないとご飯の⽀度ができませんからね。
⼿伝い通して、期限を知り、責任感もつきます。



最後までご清聴
ありがとうございました。

2025年9月8日

わたびん

@watabin ← YouTubeチャンネル登録をお願いします。

http://www.youtube.com/@watabin

